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連結業績予想の修正及び個別業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年５月 20 日に公表した連結業績予想の修正、及び平成 23 年３月期第

２四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日)の個別業績と前期実績差異に関しましてお知

らせいたします。 

記 

１．平成 23 年３月期 連結業績予想の修正等 

平成 23 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日) 

         
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

5,837 

百万円

△142

百万円

△58

百万円 

△250 

円  銭

△29.66

今回修正（Ｂ） 5,460 △292 △201 △540 △40.18

増減額（Ｂ－Ａ） △377 △150 △143 △290  

増 減 率（％） △6.5 － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
6,879 △465 △354 △379 △68.37

 

平成 23 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日) 

         
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

11,944 

百万円

△173

百万円

1

百万円 

△196 

円  銭

△23.33

今回修正（Ｂ） 11,336 △351 △180 △524 △39.01

増減額（Ｂ－Ａ） △608 △178 △181 △328  

増 減 率（％） △5.1 － － －  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 ３ 月 期 ） 
13,294 △723 △535 △895 △106.07

 



修正の理由 

   (１)第２四半期連結累計期間 

     当第２四半期累計期間の業績予想につきましては、オーディオ事業とカービューティ事業が当初計画

を上回り、主要の車検事業と車販売事業が既存店前期比までは上回ったものの、消費低迷による売上不

振により、売上高は前回予想を 377 百万円下回る 5,460 百万円、営業利益は売上高の減少による売上総

利益の低下 168 百万があり前回予想を 150 百万円下回る△292 百万円、経常利益は前回予想を 143 百万

下回る△201 百万円、四半期純利益は希望退職者募集に伴う特別退職金 15 百万円(平成 22 年 10 月 22

日発表)に加え、減損損失 21 百万円、資産除去債務計上に伴う法人税等調整額 83 百万円の影響等によ

り前回予想を 290 百万円下回る△540 百万円となる見込みです。 

 

   (２)通期 

     通期の業績予想につきましては、第２四半期累計実績と厳しい景気動向を踏まえ、売上高は前回予想

を 608 百万円下回る 11,336 百万円、営業利益は売上高の減少による売上総利益の低下 283 百万がある

ものの、希望退職者募集に伴う人件費の削減とその他販売管理費の削減により前回予想を 178 百万円下

回る△351 百万円、経常利益は前回予想を 181 百万下回る△180 百万円、当期純利益は前回予想を 328

百万円下回る△524 百万円となる見込みです。 

 

２．平成 23 年３月期 第２四半期累計期間(平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日)の個別業績と前期実績

との差異 

 

         
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前年同期実績（Ａ） 

百万円 

6,683 

百万円

△497

百万円

△381

百万円 

△393 

円  銭

△70.93

今回業績（Ｂ） 5,422 △279 △188 △487 △36.26

増減額（Ｂ－Ａ） △1,261 218 193 △94  

増 減 率（％） △18.9 － － －  

 

差異の理由 

    当第２四半期累計期間の売上高は、前期閉鎖いたしました店舗による影響と既存店での消費低迷による

売上不振により前年同期実績を下回る見込みとなりました。営業利益、経常利益につきましては、売上高

の減少による売上総利益の低下があったものの、経費削減効果により前年同期実績を上回る見込みとなり、

四半期純利益につきましては、資産除去債務会計基準による影響により前年同期実績を下回る見込みとな

りました。 

 

  ※上記の業績予想につきましては、発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以   上 


